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に訪問し、

新生児聴覚検査、産婦健康診査、新生児家庭訪問・こんにちは

赤ちゃん訪問、産後ケア事業、小児科一覧、予防接種、乳幼児健

康診査、乳幼児期の食育セミナー・育児相談など、子どもと歯、小

児歯科一覧 ［問い合わせ］こども家庭支援課 親子健康担当（保健福祉センター1階）☎82-9604

授乳

［問い合わせ］こども家庭支援課 親子健康担当（保健福祉センター1階）☎82-9604

［問い合わせ・申込］こども家庭支援課 親子健康担当（保健福祉センター1階）☎82-9604

こども家庭支援課 （専用電話）

二

休診日

木・日・祝
（月・火・金・土は午後

 休診）

（土曜日は午後休診）

（日曜日は午後休診）

（土曜日午後は
1時から3時診療）

（土曜日は午後休診）

（木曜日は午前休診
土曜日は午後休診）

（★）

※アレ・小は要紹介状
（★）

（土曜日は午後休診）

小…小児科／内…内科／アレ…アレルギー科（★）診療科により診療時間が異なります。詳しくは病院にお問い合わせください。

新生児聴覚検査
生まれた時からの「耳のきこえにくさ」が
あるかを調べる検査です。出産した病院
などで、耳の聞こえについて検査を受け
ましょう。（費用助成あり）

産婦健康診査
出産１か月後の健診で、お母さんの心と
身体の回復について健診を受けましょう。
（費用助成あり）

赤ちゃんが生まれて初めて迎える節句が初節句です。男の
子は端午の節句（5月５日）、女の子は桃の節句（３月３日）
に、赤ちゃんの健やかな成長を祝うとともに、厄除けを願い
ます。生後すぐであれば、翌年にお祝いしてもかまいません。
また、母方の祖父母が人形などを贈るという習わしもありま
すが、現在ではお祝いのスタイルもさまざまで、家庭にあわ
せた方法でお祝いしているようです。

産後ケア事業
産後のママの体調を整えて安心して育児ができるよう、助産師等がサポートします。いずれも予
約制です。

ぽっかぽか（市直営・日帰り型）
対　　象　１か月児健診後～４か月児健診終了月まで
内　　容　赤ちゃんとのふれあい（足のマッサージ、手遊び等）、体重測定、授乳相談、

育児相談、ママの休息、ママ同士の交流、ランチ
実施日時　概ね月2回、午前9時30分～（詳細はお問い合わせください。）
費　　用　100円（別途ランチ代600円）
場　　所　保健福祉センター２階教養娯楽室　

助産院等での産後ケア（委託・日帰り型・訪問型）
対　　象　1歳未満のお子さんとママ
内　　容　ママ・赤ちゃんの身体のケア、母乳ケア、休養、リフレッシュ、育児相談等
費　　用　〈日帰り型〉4－5時間／2,000円　〈訪問型〉2時間／1,800円

（市県民税非課税世帯、生活保護世帯の方はご相談ください。）
利用回数　お子さん1人当たり3回（双子は6回）
場　　所　ひまわり助産院、助産院LunaLuna

※市外局番は、特に表記がない場合すべて「0463」です。
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予防接種を実施している医療機関は、市ホームページで確認して下さい。
良

B型肝炎

ロタウイルス
感染症

3回接種／開始時期：生後2か月から
1回目と2回目は27日以上、1回目と3回目は139日以上あける

（0歳のうちに3回接種）

2回経口接種／生後6週～24週まで
1回目は14週6日まで 1回目と2回目は27日以上あける

3回経口接種／生後6週～32週まで 
1回目は14週6日まで
1回目と2回目、2回目と3回目は27日以上あける

の間隔をおいて1回接種

12～15か月未満で
1回接種

など

2所など

［問い合わせ］こども家庭支援課 親子健康担当（保健福祉センター1階）☎82-9604

ロタリックス

ロタテック

24週

32週

ＢＣＧ、麻しん・風しん
水痘

注射生ワクチン 次の
注射生ワクチンの

予防接種

任意予防接種 妊婦インフルエンザ予防接種…感染症予防の一つとして、接種費用の一部を補助します。詳細は10月頃の 「広報はだの」でお知らせします。

健康カレンダー

市役所、保健福祉センター、
秦野・渋沢・東海大学前・鶴巻温泉駅連絡所、公民館など設置場所

※市外局番は、特に表記がない場合すべて「0463」です。
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お子さんの健康や子育てに役立つ情報や、離乳食情報など、
お母さんお父さんも楽しめるいろいろな講座を開いています。
ぜひこの機会に参加してみてはいかがでしょうか！
詳しい日程や時間、会場についてはお問い合わせください。
健康カレンダーまたは市ホームページでもご案内しています。

1階 健診諸室
就学前までのお子さん

4か月～6か月のお子さんとその家族
保健福祉センター 2階 教養娯楽室
月1～2回開催

または市

妊婦さんから就学前のふたごの子どもを持つ親同士が、妊娠期の不安や子育ての悩みを話し合
い、交流を深めています。親子で一緒に楽しい時間を過ごしてみませんか。

［問い合わせ］こども家庭支援課 親子健康担当（保健福祉センター1階）☎82-9604

こども家庭支援課 親子健康担当（保健福祉センター1階）☎82-9604

栄養相談

※状況により内容の一部が変更になる場合があります。

「固さはどれくらい？」「どのようにあげればいいの？」といった疑問を解決し、離乳食を
楽しむためのヒントがたくさんの講座です。

歯が生えてきて、色々なものが食べられるようになると、食事やむし歯の
心配も出てきます。生活リズムや歯磨きのポイントを知るチャンスです。

ブックスタートは、絵本をきっかけに赤ちゃんと家族のふれあいを
応援する取り組みです。４か月児健康診査の会場で絵本をプレゼン
トしながら、赤ちゃんとの絵本の楽しみ方をご紹介します。
おすすめの絵本のリストもお渡ししています。赤ちゃんの幸せを願い、
赤ちゃんが健やかに成長することを地域のみんなで応援しています。

８～10か月児健康診査のみ指定医療機関での個別健診です。直接予約してから受診してください。

8～10か月児健康診査
（８か月になる日の前日～11か月になる前 日々）

7か月～10か月のお子さんとその家族
保健福祉センター 2階 教養娯楽室
年4回開催

２回食や３回食への進め方、離乳食の形態の目安など、
離乳食のポイントがつまった講座です。

ブックスタート

図書館へ来てみませんか

［問い合わせ］図書館
ぜひご家族で図書館（ｐ46参照）へお越しください。
詳しくは、図書館のホームページや広報はだの等でご確認ください。

赤ちゃんと
心ふれあうひとときを…。

ボランティアの方の協力により、次のようなおはなし会を開催しています。
❶赤ちゃんといっしょのおはなし会

月に１回開催しています。絵本や手遊びを交えた参加型のおはなし会です。
❷子ども向けのおはなし会

月に３～５回開催しています。秦野市の民話や季節にあわせたおはなし会や、上智短期
大学の学生による英語のおはなし会も開催しています。

どんな本を選んだらいいかわからない時、図書館スタッフがお子さんの年齢や乗り物や動
物といったようなテーマに合った本を選び、中がわからないように袋につめて本のお楽し
み袋（おまかせセット）として貸出を行っています。

子どもたちの好奇心を刺激する図書の企画展示や図書館の裏側を見学できる図書館探
検、親子で楽しめる映画会など楽しいイベントを行っています。

おはなし会の開催

お楽しみ袋・おまかせセット

子ども向けイベント

5分でわかる
離乳食のコツ！
初めての食育

離乳食のコツやポイントを動画で紹介しています。

1階 健診諸室 ほか
年６回程度実施(詳しくはお問い合わせください)

スタート
編

ステップ
アップ編

2階 教養娯楽室
（4月、7月、9月、12月は除く）

とその家族

秦野市食育キャラクター
「ボンチーヌ」

※市外局番は、特に表記がない場合すべて「0463」です。
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赤ちゃんは、本当によく泣きます。
ピークは生後２か月ぐらいで、だんだんおさまって
いくことが多いですが、生後２週間から５か月ぐら
いまでは、理由もなく泣くこともあります。

ことばを話せない赤ちゃんは、
泣いて気持ちを伝えます

赤ちゃんが
泣いた時の

接し方

まず、落ち着きましょう。

こんなことでは「乳幼児揺さぶられ症候群」にはなりません

◆赤ちゃんへの対応◆
・授乳する
・衣服、布団を調節する
・話しかける
・やわらかい布（バスタオルなど）で包む
  （鼻や口をふさがないように注意）

・穏やかな音楽をかける
・オムツを替える
・抱っこする
・散歩に出かける
・ママの好きな歌を歌う

♥ママ・パパも気持ちの切り替えを！♥
・深呼吸をしましょう
・大きな声で泣くのは元気な証拠。「泣いても大丈夫」と繰り返し声に出してみま

しょう
・コーヒーやお茶を飲んでほっと一息つきましょう
・柵付きのベッドなど安全なところに赤ちゃんを仰向けに寝かせ、数分間赤ちゃん

から離れてみましょう。（こまめに呼吸状態を確認してください）
・テレビを見る、歌うなどして、頭をクールダウンさせましょう
・他の人に赤ちゃんをみてもらって、散歩や買い物など外に出ましょう
・友人・家族などの相談できる人や相談窓口に電話しましょう。困ったことやイラ

イラしたことを聞いてもらうと気持ちが軽くなります

・「高い高い」では、乳幼児揺さぶられ症候群にはなりませんが、落と
してしまう危険性があるので、「高い高い」はしないでください

赤ちゃんを激しく揺さぶると、赤ちゃんの柔らかい脳に衝撃が加わり重い障害が残ります。
これを、乳幼児揺さぶられ症候群と言います。

※周りへの泣き声が気になってしまいます
ね。近所の人に赤ちゃんがいることを伝え
ておくとよいでしょう。

※なかなか泣きやまず、いつもと違う様子の
ときは、かかりつけ医などの診察を受けま
しょう。

赤ちゃんを
絶対に

激しく揺さぶ
らないで

一瞬イライラして赤ちゃんを揺さぶると
　　　　　　　一生赤ちゃんを不幸にしてしまいます

ひとりで抱えこまないで
　　　　みんなで赤ちゃんを育てましょう

泣きやまなくて困っても、絶対に、
あなたの大切な赤ちゃんを揺さ
ぶったり、傷つけたりしないで。

＜症状＞
元気がなくなる、機嫌が悪くなる、すぐに寝てしまう、嘔吐、けいれん、意識障害、
呼吸困難、昏睡など

＜後遺症＞
脳の周りの出血（硬膜下血腫など）、失明、視力障害、言葉の遅れ、
学習障害、けいれん発作、脳損傷、知的障害、脳性麻痺など

・赤ちゃんをゆっくりゆらゆら揺する

・赤ちゃんを膝のうえでピョンピョンさせる

・おんぶして歩いたり、ベビーカーで段差を乗り越えて振動が加わる

○・・・・ ○・・・・ ○・・・・×・・・・

こども家庭支援課 こども若者相談担当（保健福祉センター1階） ☎82-5273、84-7800

※市外局番は、特に表記がない場合すべて「0463」です。
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